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人
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銀
行
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、資
金
の
融
通
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る
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國
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異
な
る
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て
、業
務
經
營
の
狀
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の
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な
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間
に
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を
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常
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に
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融
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の
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に
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る
も
の
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り
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し
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立
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行
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例
に
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業
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る
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定
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は
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に
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に
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立
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行
條
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定
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右
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入
寒
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第
一
約
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手
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し
て
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金
を
融
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業
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す
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か
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國
.輸
出
業
潜
を
し 

て
自
己
に
宛
て

 

'
手
形
钇
振
出

3

し
め
、銀
行
に
託
し
て

^

^
取
立
て
し

{/
る

か

、
一
一
.法
の

1

に 

出
づ
を
の

.外
な
く
、其
孰
れ
を
以
て
す
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f

る
.影
*
を
及

-ぼ
._
，父
 

れ
.
.ば
包
食
ず
。
蓋
し
銀
行
は
取
引
先
に
資
金
を

*
通
し
て
、尙
ほ
莕
韦
ゆ
輝
裕
ぁ
る
場
合
に
、之 

•を
利
用
，ず
る
に
如
何
な

.る
方
法
を
以
て
す
可
き
や
、手
形
引
受
の
如
き
、

*
も
有
利
の
方
法
な
る 

に
拘
は
ら
ず
、合
衆
國
の

m

行
：は
之
を
爲
す
能
は
ぎ
る
が

故

に
#

右
，の
如
き
餘
裕
に
属
す
る
資 

::

金
は
之
を

'準
備
金
保
有
銀

.行
：に
預
託
し
て
、低
步
の
利
子
に
安
ん
ず
る
か
，有
愼
證
券
を
買
入
れ 

.て
、證
券
市
場

'の
變
動
に
伴
ぅ
危
險
に
當
る
か
、然
ら
ず
ん
ば
商
業
手
形
を
買
入
る
、
か
、其
一
を 

選
ば
ざ
る
を

.得
ず
。

I
®
.業，#

形
の
買
入
は
諸
種
の
手
段
中
、最

i

可
：®
る
が
如
し
と
雖
も
、尙
⑶ 

銀
行
が
此
買
入
を
爲
ず
や

、
.

一

R 
,
,
丨
ト
、ブ

V
:
1力
ー
の
意
嚮
に

&
右
せ
ら
る
、
の
み
な
ら

^

J
.

定
の
期
間
銀
行

0

資
金
を
固
定

'
す
る

0

弊
な
き
を
得
ぎ
る
な

\

:
:

1 1

に
之
を
全
國
金

11
0

中
心
市
場
た
る

®

育
市
に
存
庇
す
る
銀

#

の
立
脚
地
ょ
り
®
：察
す 

る
^

、內
國
諸
地
方

.̂

於
け
备
鈒
行
の
準
備
金
が
紐
育
に
集
中
し
つ
、
あ
る
は
、疑
ぅ
可
か
ら
ざ 

る
事
實
な
り
ノ

‘
故
に
紐
言
市
^
諸
銀
行
は
資
產
の

 

一
_

部
を
流

®

的
狀
轉
撒
く
©
必
要
な
る 

や
、論
を
俟
た

す

o
.
現
に
同

«

の
地
位

■
に

.®

る
偷
敦
市
の
諸
學
行
が
第
一
流
銀
行
の
引
受
ぁ

り

， 

M

ク
眞
疋
の
，谪
業
取
引
を
代
表
す
る
爲
替
手
形
に
資
金
を
放
下
す
る
所
以
に
し
て
、斯
る
手
形 

め
買
.
入
が
有
.

價.

證
券
.
の
‘
所.
有
に
勝
る

も

の
多
き
は

-w

白
の
事
寶
な
る

P

細
'育
に
於
て
は
斯
る 

手
'
形
，の
.
年
在
す
.る
も
の
な
き
を
以
て
、激
行
は
勢
株
減

.
取
引
' 
所
に
對
す
：る
當
座
.貸
付
金
に
重
き 

を
置
か
ざ
る
を
.

得
ず
”
：而
し
て
斯
る
貨
付
金
と
離
も
、之
を
：借
入
れ
ん
と
す
る
#
に
限
ぅ
あ
る 

:

爲
め
に
、鳞
行
間

Q

競
_

劇
烈
ビ
爲
る
や
、尨
外
ぶ
名
程
度
忆
金
刹
の
低
落
を
來
し
て
、探
機
を

® ] 

戟
す
る
に
至
る
可

.

.̂

且
つ
割
引
市
揚
を
有
す

:.
2
>

國

.R

於
て
、金
利
步
合
：の
確
實
な
る
ビ
異

ffky*

. 

' 

. 

ニ

紐
育
の
如
き
金
利
に
亂
高
下
を
生
せ

>
&る
を
得
ず
。
今
、銀
行
に
®
し
て
手
形
の
引
受
に
し
て 

許
容
せ
ら
れ
ん
か
、銀
行

0
資
金
殊
に
遊
金
は
鄭
ら
商
業
手
形
に
放
下
せ
ら
れ
、

m
引
所
に
對
す 

る
貸
出
の
如
き
、寧
ろ
之
に
從
屬
す

.る
れ
：至

.る
可
べ
、銀
行

.營
寒
資

.金
め
運
用

'章
ら
る

>
範
圆

0

$
.三

卷

(

八
三
九)

論

E

手
形
别
受
ビ
介
衆
阖
金
融
市
戡 

第

ま
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第

七

號

H
八

擴
張
；せ

ら

る

、

は
、銀
：.行

K

»
しV

は
勿
論
：一

轉

商

霧

^

®

^

9，有
刹
な
；る
パ
を
得
る
？の
«

禪
な

»
9
 
0
!

,

: 

: 

.
 

'
 

•
 

' 

I
 

- 

,
.
,;

,
_ 

' 

U. 

■

固
よ
6

手
形
の
引
受
が
銀
行
の
營
寒
科
目
ビ
し
て
許

_

せ
ら
る
ゝ
場
命

R

於
て

i
0
行
の 

駿
業
を
堅
實
な
ら
し
む
る
爲

.
め
に
は
、引
受
に
對
し
て
種
々
の
制
限
を
加

.

へ
ら
る
可

&

や
、論
を 

俟
た
，ず
。
就
中
重
耍
な
る
制
限
は
手
形
が
商

.
業
キ
の
取
引
よ

P
生
：じ
た
る

も

の
.

な
る

’ J

ビ
是 

れ
な
ち

〜

貨
物
の
賣

㈣

考
が
其
購
入
ま
に
宛
て

、
振
出
し
た
る
爲
替
手
形
に
於
て
は
、約
朿
手 

形
に
於
け
る
よ
り
も

: ^

眞
實
.
の
取
引
に
基
ひ
，て
、振
出

_

れ
た
る
，も

0

な
る
や
杏
や
を
知
る
の

I
 
'
 

.
 
.
 

- - 
.
 

. 

*

容
易
な
る

も

の
あ

K
V。
而
し
て
眞
實
の
取
引
に
華
ひ
て
、振
出
さ
れ
た
る
以
上
は
、過
度
に
振
.出 

さ

る

、
の
危
險
伴
は
ざ
る
ネ
.の
ビ
す
。
之
に
次
ひ
で
必
要
な
る
は
手
形
の
期
限
四

,«
月
以

」

內 

に
し
て
，且
つ
適
當
の
保
證
，を
有
す
る
こ
ミ
、

」

錐
行
の
引
受
く
る
手
形
は
資
本
金
®
立
金
の
半 

额
を
超
過
せ
ざ
る

こ
と
：

の
詣
點
な
り
。

合
衆
國
に
於
て
引
凌
手
形
の
存

a!

せ
ざ
る
爲
め
に
，金
融
市
場
^
於
て
金
利
步
合
の
標
準
た 

る
も
の
が

.

株
式
取
引
所
に
對
す
る
當
座

®

付
步
合
に
し
て
、歐
洲
諸
國
の
；市
場
に
於
け
.る
が
如

く
，手
形
の
割
引
步
合
に
非
ざ
る
こ
ミ
は
、曩
に
之
を
一
言
し

衣
h

o
 

T

國
金
利
步
，合
の
標
準
と 

ん
て
、割
引
步
合
が
當
座
貨
付
步
合
ょ

h

も
正
確
な
る
は
論
を
俟
た

t
o
蓋
し
割
引
步
合
の
高 

低
は
商
業
取
引
に
栽
く
，手
形
の
需
耍
供
給
に
依
て

® .

ま
り
、例
へ
ば
商
業
活
潑
な

る

時
に
は
手 

.

形
の
供
給
多
ぐ
、銀
行
の
貨
出
資
金
を
吸
收
す
可
く
、此
資
金
の
乏
し
き
に
至
る
に
從
ひ
銀

r

は 

^

率
を
引
上
ぐ
る
に
：非
ざ
れ
ば
、割
引
の
請
求
に
輝
せ
ざ
る
に
反
し
、商
業
沈
褎
し
、銀
行
：に
就
き 

手
形
の
引
受

u

依
て
、融
通
を
求

、
^

る

者
減
少
す
る
ビ
き
は
、市
場

R

於
け
る
手
形
の
現

f t

高
減 

少
し
、其
買
入
に
，對
す
る
競

#

旺
#

€
爲
る
を
以
て
、勢
割
引
步
合
の
低
落
を
免
，办
れ

t

低
廉
-
 

な
， 

る
步
合
ば
事
槳
を
獎

»

し
、其
騰
貴
は
事
業
に
對
す
る
，自
然
の
抑
滕
と
爲

0

、調
節
の
':宜
し
き 

を
收
む
る
に
至
る
可
し
。
：然
る
に

.

紐
育
市
場
に
行
は
る
、
當
座
食
付
步
合
は
商
業
上
の
狀
況 

に
對
し
て
、單
に
間
接
の
關
係
を
有
す
る
の
み
，其
日
令
變
動
す
る
は
、主

.

S

し
て
有
價
證
券
に
對 

す
る
投
機
的
又
は
放
資

.

上
の
需
要
に
依

&

、其
低
步
な

.

る
I I

商
業
の
好
景
を
刺
戰
す
る

.

ょ
K

V

も
、
 

#

ろ
有
價
磴
券
に
於
け
る

.

投
機
取

5 1

を
助
長
す
る
に
過
ぎ
ず
。
殊
に

m

t t

の
，金
矛
步
合
を
凡 

較
し

て
、大
な
る
相
違
ビ
す
可
き
は
、歐
洲
に
於
け
る
割
引
步
合
が
比
較
的
確
實
ー
に
し
て
銀
行
準 

備
金
の

’

減
少
し
れ
る
場
合
に
，五
厘
芡
は
興
以
下
の
引
上
を
兒
る
に
反
し
、當
座
货
付
步
合
の
變

‘ 

？
馨

-
C

S
1
)

論
餽
手
形
别
变
と
合
衆
國
金
融
市
場

 

離

七

郷

f



(

八
四
5 

^

耽
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S

別
受
と
合
衆
掘
命
融
市
瘍 

箱
b

i

四O
動
甚
だ
急
に
し
て
、時
に

 

一
_

,0

騰
貴
を
示
ん

^

融
の

0
0
は
臨
む
や
、ニ
割
以
上
の

M

$

s
 

す，
J

ミ
Q

#

な
ら
ざ
る
事
實
な

>

9

0

思
ふ
に

' 

歐
_

 

‘に
於
て
割
引

- #

合
の
ft

麟
的
磁
實
な
る

R
 

就
て
は
ニ

®

の
理
由
の
存
す
る
も
の
ぁ
纟

。

‘

第
一
商
業
の
漸
を

'遂
ぅ

5

脹
し
、又
收
縮
す
る 

炎
く
商
槳
手
形

も

亦

徐

冷

に

增

減

し

資

金

に

對

す

る

，
需

要

に

#

,縮
.?:
來

す

こ

我

第

ニ

太

な

る
 

勘
弓
市
場

'
を
有
す
名

.
諸
—

の
間
に
於
け
る
資
金
の
移
動

©

自
由
な
る
こ

ビ

の
如
き
、即

S

其
a
 

由
の
重

な

る

も

の
と
認
め
ざ
る
可
が

I

O

fr
r

i

b
て
一
方
は
合
衆
國
に
於
て
金
刹
步
合
の
不 

確
實
な
ゐ
に
就
ャ
も
、亦
ニ
個

.

の
原
因
の
稆
す
る
，名

の

ぁ

气

5

.

株

式

に

關

，す

る

捭

機

的

‘取 

弓
，を
-̂

ふ
' 

の
，
目

的

：をS

て
人
が
資
金
を
需
要
す
る
や
、其
增
霉
に
殆
ど
一
定
の
规
律
な
ぐ
、之

t 

雷
要
す
る
場
合
ぶ
、其

.
勢
の
極
め
て
急
な

2

方

S

機

的

取

引

に

依

.て

生

ず

る

利

益

の

大

な
 

る
人
を
し
て
資
金
融
通
に
對
し
て
負

»

す
る
金
刹
步
合
の
高
下
の
如
き
を
開
は
ざ
&
し
む
る 

を
以
て

®

る
資
：金
の
：

|
辩
寒
を
.抑
制
す
る
に

は
、
當
座
貨
付
步
合
に
急
劇
過
'.大
な
る
引
上
の
行
は 

る
、
を
必
要
：と
す
可

.ぐ
、第一

.

|
合
衆
國
に
於
て
、諸
外
國
に
行
は
る
、
割
引

步
合
の
平
準

點
を
超 

象
1

る
私
皮
に
锆
然
貨
制
步
合
が
上

®

す
る
も
、爲
め
に
歐

’
洲
ょ
.々
直
接
に
資
金
を
吸
收
す
る 

の
用
を
爲
す
能

I

、寧
ろ

：
I

 

?

 

2

の
冒
に
隨
ひ
、歐

0
0
0 
0
, 

m
 0
0
0
は
紐
育
に

資
金
を
貨
出
す
に
躊
躇
す
可

'
し
.0

蓋

し

銀

行

引

受

の

，手

形

な
.け
れ
ば

0
引
市
場
な

く

割
引
市

«
.
.
. 

,

場
な
き
以
上
は
，外
國
諸
銀
行
は
資
金
を
放
下
す
る
に
適
當
な
る
目
.，的
物
を
見
出
す
能
は
ざ
る

:■
,
..
.
:

を
以
て
、自
ら
之

^

僻
す
る
に
至
る
可
き
な
レ
。

,

歐
洲
諸

•國

の

金

融

：市
；場

，に

は

所

！

i

市
：場
利
率
幷
に
銀
行
利
率
な
る
ニ
種
の
金
利
步
合
ぁ

b

、
 

前
溝
は
諸
銀
行
其
他
の
放
資
.者
が
公
開
市
場
に
於
て
互
に
競
爭
し
て
商
業
手
形
を
買

入
/
る
、

步
合
な

.■
る

u

反
じ
、後
者
ば
中
央
銀
：行
の
決

-定
す
る
割
引
步
合
な
办
。

.

市
場
利
率

.
は
^
行
の
取

‘ 

.

.

.

引
す

.る

手
形
の
種
.類
に
ぐ
依

X
相

違
し
、又
手
形
ヒ

K

金
と
の
貢
給
關
係
に
依

て
、異
る
も

の

f

.

.

,

.

.

 

.

.

 

-

ビ
雖
も
、銀

_

利
率
は
市
場
利
率
に
比
較
す
る
と
は
、確

.
實
.に
し
て
、且
つ

8

一.
な
る
を
常

S

す
。
 

<

ロ
衆
國
に
於
て
從
來
一
の
，國
立
銀

'
行
制

>.

度
'
を
.
改
革
す
，る
ど
同
時
に
、完
全
な
る

' 

割
引
市
場
を
設
立 

也
ん
S

す
る
に
は
、歐
洲
諸
國
の
銀
行
利
率
に
代
る
可
き
或
る
利
率
あ
ぅ
て
、市
場
利
率
を

&
右 

も
、統
制
す
る
の
必
要
あ
る
は
勿
論
に
し
て
、如
何
な
る
機
關
を
設

.
立
し
て
、此
利
率
を
決
®
せ
し 

む
る
を
至
當

ざ
す
る
や
は
，聯
邦
準
備
金
法
制
蕾
至
る
ま
で
、多
年
の
問
題
に
屬

..
L

た

>
9
0 

:

而 

し
て
如
.何
な

る

方
法
に
依

&

、又
如
何
な
る

.
' 機

關

の

下

に

.、
銀

行

利

率̂
相
當
す

る

，

金
刺
#
合
の 

決
定
せ

&

る
、
を
間
は
す
、之
に
對
し
て
必
ず
市
場

.

.利
率

^

相
當
す
各
も

0

あ
.

&

、而
し
て
此
.利 
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手
形
裴
と
合
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金
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第
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四

ニ
 

率
は
手
形
の
種

«

に
陕
り
、
*

場
の
职
浞
に
依

tc

、b

に
變
；動

.
す
.

る
.
.を
免
か
れ
ず
。
歐
洲

.
，諸
.國
に 

於
て
は
、市
場
利
率
は
槪
し
て
銀
行
利
率
ょ
り
も
低
廉
な
る
步
合

W

居
る
毛

.
の
と
す
。

.

故
に

1 

般
の
割
引
は
琪
ら
公

.
開
市
場
に
於
て
行
は
，れ
，中
央
銀
，行
の
他
銀

#

R

對

す

る

興

割

引

は

謝

'銀 

行
の
現
金
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
ら
る
、
も
の
な

K

V

O

而
し
て
或
る
場
合
に
市
場
利
率
が 

銀
X

利
率
の
上
に
出
づ
る
こ
ど
あ
ら
ん
か
，中
央
鈒
行
は
自
行
に
集
ま

"
*

V

來
る
手
形
割
引
の
請 

求
を
抑
制
ず
る
爲
め
に
銀
行
利

^

を
引
上
、
^

ざ
る
を
得

.
ず
。

If

合
衆
國
に
於
て
、歐
洲
：諸
國
に

.
於
け
る

^

引
步
合
じ
類
似
す
る
利
率
を
定
ひ
る
に
當
办
、大 

に
注
意
を

®

す
る
も
の

0
h
y
o
蓋
し
.

從
來
合
衆
國
に

.

於
て
味
國
の

/

諸
方
®

.

を
K

察

し

て

、金

利 

步
，合
.
に
相

0

の
#

す
る
事
實
を
示
し
た
ら
，
新
銀
：行
制
度
の
成
立
し
た
る
曉
に
、準
備
金
保
：有 

銀
A

s

能
く
全
國
を
通
じ
：，て、畫

' 1

な
る
割
引
步
合
を
維
持
す
る
を
得
る
：や
否
や
、將
た
又
此
利 

率
文
谘
に
卞
場
利
奪
ょ
り
低
廉
な
る
を
得
る
や
裔
や
、共
に
疑
問
ど
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
思
ふ 

u

從
來
合
衆
國
の
、諸
地
.方
を
通
じ
て
金
利
步
合
に
著
し
き
懸
隔
の
存
せ

る

M

B

は

全

國

に

.資 

金
を
分
配
す
る
適
當
の

■

關
を
缺
皂
又
西
部
南
部
諸
州
に
於
て
は
銀
行
が
.相
當
の
營
業
資
金 

を
有
せ
ず
：一
方
に
東
部
の
諸
銀
行
ょ
ち

‘

之
を
供
給
す
可

§

聯
.
'絡
の
存
せ
ざ
る
の
事
實

P

外
な

ら
す
。
故

.に
新

.，銀

.行
制
度
を
樹
立

.す
る
に
當
つ
て
は
、ー
方
に
：手
形
引
受
制
度
に
依
て
、手
形
を 

^

準

f
c»'
v
ft
手

^

の
可
時
に
於
て
も
割
引
せ
ら
る
可

§

國
民
的
市
場
を
設
.
*
し
他
の
一
方
に 

總
て
の
銀
行
を
し
て
營
業
資
金
に
餘
裕
ぁ
，る
ヒ
き
は
，之
を
市

.場
に

.資
し

.て、
手
形
割
引
の
供
せ 

し
め
ざ
る
可
か
ち
ず

。

.

第

十

三

锴(

八四五

)

論
餽
手
璐
引
受
と
合
衆
國
金
融
市
場

第七铙

m


